
・解体工事施工技士 

(1)解体工事を適切に施工管理するため、解体工事施工技士１名以上が現場に常駐すること。 

(2)「解体工事施工技士資格者証」を現場で確認する場合があるため、常に携帯しておくこと。 

 

・産業廃棄物広域認定制度 

産業廃棄物広域認定制度により廃棄物を処理する場合は、事前に監督職員と協議すること。 

 

・提出図書等 

(1)提出書類 

提出書類 提出時期 部数 備考 

・施工数量調査報告書 着工前 １部 施工実績等 

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材調査結果報告書 速やかに １部 

・ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん濃度測定報告書(速報) 測定の都度速やかに １部 

・ｱｽﾍﾞｽﾄ除去業者の技術証明 ｱｽﾍﾞｽﾄ除去作業着手前 １部 

・特殊な建設副産物調査結果報告書 速やかに １部 

・ﾌﾛﾝ類を使用している設備器機の有無の報告

書 
速やかに １部 

・ﾌﾛﾝ類の引取証明書(写し) 速やかに １部 

・各種調査・分析結果報告書 速やかに １部 

・   

 

(2)完成時の提出図書 

提出図書等 部数 備考 

完成写真（改修工事の場合は着工前を左、完成写真を右に入

れる） 

１部 
 

工事写真 １部  

実施工程表 １部  

施工計画書（工事期間中に監督職員の承諾を受けたものをと

りまとめたもの） 

１部 
 

工事関係資料 １部  

※施工者連絡先一覧表   

・打合記録簿(指摘事項及び協議記録等)   

・施工管理記録   

・発生材引渡し調書   

・設備切断位置報告書(切断した設備の種類及び位置等を

記録したもの) 

 
 

・残置杭報告書(残置杭の種別、杭径、位置及び頂部高さ

等を記録したもの) 

 
 

・ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん濃度測定報告書(とりまとめたもの)   

・埋設物報告書(文化財その他)   

・   



その他監督職員が指示する書類 １部  

※現場説明書   

・   

 

 (3)その他 

(ｱ)電子納品は、「青森県営繕事業に係る電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」による。 

(ｲ)提出図書等は、透明コンテナ（D540*W378、蓋付き、容量 40～50ℓ 程度）に納めて納入す

ること。また、外装に工事番号、工事名及び書類名を記入すること。 

(ｳ)貸与された CAD ﾃﾞｰﾀは本工事における施工図及び竣工図の作成のため以外に使用しない

こと。 

(ｴ)毎月末日までに月間の工事報告書を提出すること。 

 

３．解体施工 

・PCB 含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材の撤去方法 

※「標準施工要領書(日本ｼｰﾘﾝｸﾞ工事業協同組合連合会/日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会)」による。 

・ 

（撤去範囲  ※図示  ・             ） 

 

４．その他 

・建設副産物の処理 

とりこわしにより発生する建設副産物は、以下の施設での受入れとして積算している。 

・特定建設資材廃棄物 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 （株）片山組 
南津軽郡大鰐町長峰

鯖野沢 101-51 
 

ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 （株）片山組 
南津軽郡大鰐町長峰

鯖野沢 101-51 
 

建設発生木材 北砲興発(株) 黒石市富田 123  

    

 

・最終処分する建設廃棄物 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考 

飛散ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 
青森産業廃棄物処理

事業協同組合 

青森市鶴ヶ坂田川

77-218 
 

    

    

    

    

    

 

 



・処理に注意を要する建設廃棄物 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考 

CCA 処理木材    

ひ素･ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有石膏ﾎﾞ

ｰﾄﾞ 
   

石膏ﾎﾞｰﾄﾞの処理 ㈱丸勝小野商事 
南津軽郡田舎館村高

樋川原田 35 
 

    

 

・特別管理産業廃棄物 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考 

廃油    

廃酸    

廃ｱﾙｶﾘ    

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ含有廃棄物    

    

 

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考 

非飛散ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 
青森産業廃棄物処理

事業協同組合 

青森市鶴ヶ坂田川

77-218 
 

    

 

・特殊な建築副産物 

名称 施設の名称 施設の所在地 備考(対象機器等) 

    

    

 

５．大気汚染防止法 

  

 改修工事に伴う石綿の飛散を防止するため、大気汚染防止法に遵守すること。 

 設計業務内で事前に石綿含有調査を実施した結果は以下の表の通りである。 

 

アスベスト含有処分費はこの調査結果に基づき積算しており、施工前の事前調査時で新た 

に特定建築材料（吹付石綿その他の石綿を含有する建築材料（令第３条の３）が発見された 

場合は監督員と協議すること。 

 

 

 

 

 



石綿含有調査表 

 試料名・採取位置 石綿の有無 石綿の種類 石綿含有率 

1 校舎（南側 外部） 

軒天 フレキシブルボード 
有 

クリソタイル 推定 5～50% 

アモサイト 推定 0.1～5% 

2 校舎（1F 更衣室） 

床ビニルタイル 
有 

クリソタイル 推定 0.1～5% 

  

3 校舎（1F 職員便所 男） 

天井 フレキシブルボード 
有 

クリソタイル 推定 5～50% 

  

4 校舎（2F 視聴覚室） 

天井 ロックウール吸音板 
無 

  

  

5 校舎（階段 B） 

階段段裏 吹付タイル 
有 

クリソタイル 6.6% 

  

6 校舎（1F 焼却炉室） 

煙突ライニング材 
無 

  

  

7 校舎（1F 特別支援教室） 

吹付タイル 
有 

クリソタイル 1.1% 

  

8 校舎（2F 水呑場） 

長尺塩ビシート 
有 

クリソタイル 推定 0.1～5% 

  

9 校舎（1F 機械室） 

グラスウール 
無 

  

  

10 体育館（北・南・東側 3ヵ所） 

外壁アクリルリシン吹付 
有 

クリソタイル 0.7% 

  

11 体育館（南側 外部） 

軒天 
有 

クリソタイル 推定 5～50% 

アモサイト 推定 0.1～5% 

12 体育館（2F ギャラリー） 

ビニルタイル 
無 

  

  

13 体育館（階段） 

長尺塩ビシート 
有 

クリソタイル 推定 0.1～5% 

  


